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「投書箱」の設置場所を変更しました　　　　　　　　　　　　　病院管理課

　この度、皆様からの貴重なご意見をお預かりする「投
書箱」の設置場所を、令和8年6月1日より変更いたしま
した。
　これまではきぼう棟5～10階ナースステーション付近
に設置しておりましたが、「誰が投函したかが周囲に見
えてしまう」「人目が気になって入れにくい」というご
意見を踏まえ、投書箱を以下の「食堂」「デイルーム」
の2箇所へ移設いたしました。
　お気づきの点や改善の要望、またスタッフへの励まし
など、どんな小さなことでも構いません。「投書箱」
へ、どうぞお気軽にお寄せください。これからも皆様に
とって安心・安全で、より過ごしやすい環境づくりに努
めてまいります。

　本年度より理事長に就任しました鈴木弘
行です。就任にあたりご挨拶申し上げます。
　私は1990年に本学を卒業し、以来、外科
医としてこの福島の地で県民の皆様お一人
おひとりの「命」の重みと向き合ってまいり
ました。現場で学んだことは、医療の根幹は

「人」であり、その背景にある「暮らし」を守ることにあるという真理で
す。
　福島県誕生150年、震災から15年という節目を迎え、附属病院をはじ
めとする本学を「県内医療の最後の砦」としての役割から、未来の医療
と社会を牽引する「中核拠点」へと進化させる決意です。若い世代が福
島県の地域医療を支える志を育む「持続可能な人材育成と医師派遣の
福島モデル」を全学体制で推進するほか、附属病院の再整備では、「疾
病予防センター（仮称）」の新設などを通じ、高度医療と予防医学を融
合させた県民の皆様の「生涯の健康パートナー」としての新たな価値を
創造します。
　そして、グローバルな視点を持ち、所属や職種の垣根を越えた「多職
種連携」を推進し、福島の知を世界へ、世界の知を福島へ「知の循環」
を図ることで、この福島の地から次なる時代の医療と社会を共創してま
いります。
　未来は、遠くから訪れるものではありません。誇れる福島医大の未来
を、そして誰もが安心して暮らせる福島の明日を皆様と共に一歩ずつ
築いてまいりますので、今後も変わらぬご理解とご支援を賜りますよ
う、よろしくお願いいたします。

　令和８年４月１日付で病院長を拝命いたしま
した。紙面をお借りしてご挨拶申し上げます。
　当院は1871年開設の白河仮病院を祖と
し、150年近い歴史を有する病院です。その
後、須賀川病院、福島県立女子医学専門学校
時代を経て1952年には新制福島県立医科大

学として新たな歩みを始め、1987年には杉妻町から光が丘に移転し、
現在の病院が完成しています。
　当院は、「健康を支える医療・心温まる医療を目指して県民と共に歩
む」という基本理念のもと、県内唯一の特定機能病院として、高度で専
門的な医療を提供し、他の医療機関では対応が難しい症例や重症患者
さんの治療を担ってまいります。また、医療安全と医療の質の向上を図
り、患者さん一人ひとりの声に耳を傾け、わかりやすい説明と安心でき
る親身な対応を追求してまいります。
　また、次世代の医療人材の育成と地域医療への貢献も当院の重要な
役割です。高い倫理観と専門性を備えた人材を育て、県内の病院への
医師派遣等を通じて、将来にわたる福島県の地域医療の充実に貢献し
てまいります。
　約650名の医師や約950名の看護師をはじめ、すべての職員が職種
の枠を越えて心と力を合わせて、患者さんに心の通う医療を提供でき
るよう日々研鑽を続けてまいります。福島の医療の未来を担う誇りを胸
に尽力してまいりますので、今後とも温かいご理解とご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

理事長
鈴木　弘行

病院長
藤森　敬也

きいてください院長さん　ーより良い医大病院にするためにーきいてください
院長さん

投書箱

「先生には10年以上お世話になり、入院に際し
ても大変良くしていただきました。診察も説明
も丁寧で分かりやすく、心より感謝申し上げま
す。また、二度入院させていただきましたが、
入院中お世話になった先生方、看護師さん、そ
の他のスタッフの皆様、いずれの方々も親切で
心のこもった対応をしていただきました。本当
にありがとうございました。」　

「投書の結果は掲示してはいただけないので
しょうか。」

お褒めの言葉をいただき、誠にありがとうござ
います。患者さんからのお褒めの言葉がスタッ
フのモチベーション向上に繋がっています。こ
れからも患者様に寄り添った医療を提供できる
ように努めてまいります。

※次号は、9月下旬に発行を予定しています。

いただいたご意見につきましては、関係部署間
で共有のうえ、その対応状況について、院内へ
の掲示やニュースレターへの掲載等により皆様
にお知らせしています。なお、院内掲示につき
ましては、きぼう棟１階自動販売機コーナー、
きぼう棟5～10階病棟にて行っています。
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広告を掲載してみませんか？
詳細は下記連絡先へお問い合わせください。

公立大学法人 福島県立医科大学 病院管理課　

お問い合わせ先

TEL 担当 佐藤024-547-1821 

※極小値は数値不記載

※極小値は数値不記載

男女比男女比 男性44.6％　女性48.2％　その他または無回答7.2％　回答者数回答者数 1,110人／配布数1,580人　回収率70.2％

回答者数回答者数 1,127人／配布数1,310人　回収率86.0％ 男女比男女比 男性38.1％　女性52.3％　その他または無回答9.6％

令和7年度 患者満足度調査の結果について  　　　　　　患者サービス向上委員会 栄養スクリーニングについて　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養管理部

 

　患者さんが一日も早く回復するためには、適切な栄養
管理が欠かせません。特に栄養状態が低下している方に
は、早期からの手厚いサポートが重要になります。そこ
で当院では、栄養不足のリスクがある方をいち早く特定
して必要なサポートへ繋げるため、入院時にすべての患
者さんの栄養状態を確認する「栄養スクリーニング」を
行っています。
　4月からは、このチェック方法をより精度の高い世界
標準の評価へとアップデートしました。それに伴い、入
院時などにふくらはぎの太さを測らせていただくことが
あります。「なぜ突然ふくらはぎを？」と驚かれるかも
しれませんが、これは筋肉量を推測し、現在の栄養状態
を正しく評価するための大切なステップです。

はしご車で子ども達にエールを！　　　　　　　　　　　　　   　病院管理課

　令和8年6月20日（土）、本学附属病院のみらい棟小児
病棟において、福島南消防署の皆様からのお申し出によ
り、地域貢献活動の一環として、消防訓練の中で入院中
の子どもたちを励ます慰問活動が行われました。令和5年
度にはじまり、今回が4回目の実施となります。
　訓練は、小児病棟で火災が発生した想定で行われ、病
棟スタッフが訓練通報後、福島南消防署から本物のはし
ご車とタンク車が駆けつけました。
　はしご車のバスケットに消防隊員が乗り込み、小児病
棟まで登ってきた後、窓越しに無線を使って子ども達と
やり取りしたり、放水訓練を見学したりしました。はし
ご車から霧のように放水される様子はとても迫力があ
り、子ども達も興味津々に前のめりになって見学してい
ました。

　大変な入院生活のなか、子ども達は、たくさんの元気
と勇気を受け取りました。福島南消防署の皆様をはじ
め、ご協力いただいたすべての方々へ、心から感謝いた
します。本当にありがとうございました。

　令和7年11月～令和8年1月に、外来患者さん・入院患者さんを対象に満足度調査を実施しました。調査では、医師
による診療・治療内容のほか接遇面や施設面などの設問にもご回答いただきました。全体的に高い満足度をいただく
ことができた一方で、「駐車場」「会計手続き」「食事の内容」は不満を感じておられる患者さんが多いなど、現状
の課題も確認されました。
　この調査結果を参考に、更なる患者サービスの質向上に努めてまいりたいと思います。ご協力ありがとうございま
した。

◆ 外来部門 ◆

とても満足 とても不満やや満足 やや不満ふつう

とても満足 とても不満やや満足 やや不満ふつう

◆ 入院部門 ◆

　この新しい評価により、栄養面でのサポートが必要な
患者さんをより正確に見つけ出し、迅速な介入を行える
ようになりました。食形態を調整して食べやすくした
り、栄養補助食品をご提案したりするなど、患者さんに
応じた細やかな支援を行っています。
　私たちはこれからも、皆さまが一日も早く健やかな日
常を取り戻せるよう、食と栄養の側面から全力でお手伝
いしてまいります。
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り、地域貢献活動の一環として、消防訓練の中で入院中
の子どもたちを励ます慰問活動が行われました。令和5年
度にはじまり、今回が4回目の実施となります。
　訓練は、小児病棟で火災が発生した想定で行われ、病
棟スタッフが訓練通報後、福島南消防署から本物のはし
ご車とタンク車が駆けつけました。
　はしご車のバスケットに消防隊員が乗り込み、小児病
棟まで登ってきた後、窓越しに無線を使って子ども達と
やり取りしたり、放水訓練を見学したりしました。はし
ご車から霧のように放水される様子はとても迫力があ
り、子ども達も興味津々に前のめりになって見学してい
ました。

　大変な入院生活のなか、子ども達は、たくさんの元気
と勇気を受け取りました。福島南消防署の皆様をはじ
め、ご協力いただいたすべての方々へ、心から感謝いた
します。本当にありがとうございました。

　令和7年11月～令和8年1月に、外来患者さん・入院患者さんを対象に満足度調査を実施しました。調査では、医師
による診療・治療内容のほか接遇面や施設面などの設問にもご回答いただきました。全体的に高い満足度をいただく
ことができた一方で、「駐車場」「会計手続き」「食事の内容」は不満を感じておられる患者さんが多いなど、現状
の課題も確認されました。
　この調査結果を参考に、更なる患者サービスの質向上に努めてまいりたいと思います。ご協力ありがとうございま
した。

◆ 外来部門 ◆

とても満足 とても不満やや満足 やや不満ふつう

とても満足 とても不満やや満足 やや不満ふつう

◆ 入院部門 ◆

　この新しい評価により、栄養面でのサポートが必要な
患者さんをより正確に見つけ出し、迅速な介入を行える
ようになりました。食形態を調整して食べやすくした
り、栄養補助食品をご提案したりするなど、患者さんに
応じた細やかな支援を行っています。
　私たちはこれからも、皆さまが一日も早く健やかな日
常を取り戻せるよう、食と栄養の側面から全力でお手伝
いしてまいります。
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「投書箱」の設置場所を変更しました　　　　　　　　　　　　　病院管理課

　この度、皆様からの貴重なご意見をお預かりする「投
書箱」の設置場所を、令和8年6月1日より変更いたしま
した。
　これまではきぼう棟5～10階ナースステーション付近
に設置しておりましたが、「誰が投函したかが周囲に見
えてしまう」「人目が気になって入れにくい」というご
意見を踏まえ、投書箱を以下の「食堂」「デイルーム」
の2箇所へ移設いたしました。
　お気づきの点や改善の要望、またスタッフへの励まし
など、どんな小さなことでも構いません。「投書箱」
へ、どうぞお気軽にお寄せください。これからも皆様に
とって安心・安全で、より過ごしやすい環境づくりに努
めてまいります。

　本年度より理事長に就任しました鈴木弘
行です。就任にあたりご挨拶申し上げます。
　私は1990年に本学を卒業し、以来、外科
医としてこの福島の地で県民の皆様お一人
おひとりの「命」の重みと向き合ってまいり
ました。現場で学んだことは、医療の根幹は

「人」であり、その背景にある「暮らし」を守ることにあるという真理で
す。
　福島県誕生150年、震災から15年という節目を迎え、附属病院をはじ
めとする本学を「県内医療の最後の砦」としての役割から、未来の医療
と社会を牽引する「中核拠点」へと進化させる決意です。若い世代が福
島県の地域医療を支える志を育む「持続可能な人材育成と医師派遣の
福島モデル」を全学体制で推進するほか、附属病院の再整備では、「疾
病予防センター（仮称）」の新設などを通じ、高度医療と予防医学を融
合させた県民の皆様の「生涯の健康パートナー」としての新たな価値を
創造します。
　そして、グローバルな視点を持ち、所属や職種の垣根を越えた「多職
種連携」を推進し、福島の知を世界へ、世界の知を福島へ「知の循環」
を図ることで、この福島の地から次なる時代の医療と社会を共創してま
いります。
　未来は、遠くから訪れるものではありません。誇れる福島医大の未来
を、そして誰もが安心して暮らせる福島の明日を皆様と共に一歩ずつ
築いてまいりますので、今後も変わらぬご理解とご支援を賜りますよ
う、よろしくお願いいたします。

　令和８年４月１日付で病院長を拝命いたしま
した。紙面をお借りしてご挨拶申し上げます。
　当院は1871年開設の白河仮病院を祖と
し、150年近い歴史を有する病院です。その
後、須賀川病院、福島県立女子医学専門学校
時代を経て1952年には新制福島県立医科大

学として新たな歩みを始め、1987年には杉妻町から光が丘に移転し、
現在の病院が完成しています。
　当院は、「健康を支える医療・心温まる医療を目指して県民と共に歩
む」という基本理念のもと、県内唯一の特定機能病院として、高度で専
門的な医療を提供し、他の医療機関では対応が難しい症例や重症患者
さんの治療を担ってまいります。また、医療安全と医療の質の向上を図
り、患者さん一人ひとりの声に耳を傾け、わかりやすい説明と安心でき
る親身な対応を追求してまいります。
　また、次世代の医療人材の育成と地域医療への貢献も当院の重要な
役割です。高い倫理観と専門性を備えた人材を育て、県内の病院への
医師派遣等を通じて、将来にわたる福島県の地域医療の充実に貢献し
てまいります。
　約650名の医師や約950名の看護師をはじめ、すべての職員が職種
の枠を越えて心と力を合わせて、患者さんに心の通う医療を提供でき
るよう日々研鑽を続けてまいります。福島の医療の未来を担う誇りを胸
に尽力してまいりますので、今後とも温かいご理解とご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

理事長
鈴木　弘行

病院長
藤森　敬也

きいてください院長さん　ーより良い医大病院にするためにーきいてください
院長さん

投書箱

「先生には10年以上お世話になり、入院に際し
ても大変良くしていただきました。診察も説明
も丁寧で分かりやすく、心より感謝申し上げま
す。また、二度入院させていただきましたが、
入院中お世話になった先生方、看護師さん、そ
の他のスタッフの皆様、いずれの方々も親切で
心のこもった対応をしていただきました。本当
にありがとうございました。」　

「投書の結果は掲示してはいただけないので
しょうか。」

お褒めの言葉をいただき、誠にありがとうござ
います。患者さんからのお褒めの言葉がスタッ
フのモチベーション向上に繋がっています。こ
れからも患者様に寄り添った医療を提供できる
ように努めてまいります。

※次号は、9月下旬に発行を予定しています。

いただいたご意見につきましては、関係部署間
で共有のうえ、その対応状況について、院内へ
の掲示やニュースレターへの掲載等により皆様
にお知らせしています。なお、院内掲示につき
ましては、きぼう棟１階自動販売機コーナー、
きぼう棟5～10階病棟にて行っています。

Answer Answer

いただいたご意見 いただいたご意見

新任のご挨拶について


